


SBIグループの 
経営理念

SBIグループの経営理念、ビジョン

SBIグループでは、「経営理念」と「ビジョン」を明確に区別し、「経営理念」は経営トッ
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　2010年3





0

5

10

15



するSBI証券では、業界最低水準の手数料体系で様々な金融商
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2008年9月のリーマン・ショック以降、企業の資金調達環境

は全般的に急激に悪化していましたが、2010年3月期には市場

環境は緩やかな改善の兆しを見せています。当社では、2010

年3月期に償還を迎えた社債が合計約515億円ありましたが、

全額償還を終えています。また償還後においても515
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営業利益（損失）
（単位：億円）

各事業の種類別セグメントにおける売上高
（2009年3月期および2010年3月期）



 セグメント別概況

アセットマネジメント事業



New Horizon Fund（1号ファンド）の運用状況 （単位：百万米ドル）



で、売却したE*TRADE Korea









住宅不動産関連事業

2010年3月期の業績
　住宅不動産関連事業は、不動産事業、不動産金融事業および生

活関連ネットワーク事業の3つの事業から構成されています。

　2010年3月期における売上高は、前期比28.1%減の294億円と

なりました。国内不動産市場は最悪期を脱し、東証REIT











財務報告に係る内部統制の基本的枠組みに関する事項
　当社代表取締役北尾吉孝及び当社最高財務責任者澤田安太郎
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 財務報告

当連結会計年度の経営成績の分析

当連結会計年度におけるSBIグループを取りまく事業環境は、国

内株式市場では個人株式委託売買代金が前年度比6.9%減少、



このうち不動産事業においては、ファンド等の投資家向け物件の

供給を目的とした不動産開発等を行う不動産事業では、国内不動産

市場の低迷などにより、当連結会計年度の売上高が前年度比

64.5%減少の6,522百万円となりました。しかしながら、中・小型

物件を中心に個人富裕層などの投資家による取引が増加傾向にあ



売上高

アセットマネジメント事業

（株式等投資関連事業）

国内外のIT





キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末の総資産は



システムリスクについて

インターネットを最大限に活用した事業を展開しているSBIグ

ループは、コンピュータシステムに依存する部分が多いため、コン

ピュータシステムについてバックアップシステムの構築等の対策を

講じていますが、ハードウェア・ソフトウェアの不具合、人為的ミス、

通信回線の障害・通信事業者に起因するサービスの中断や停止、コ

ンピュータウィルス、サイバーテロのほか、自然災害等によるシス



























1月 ■ SBIリクイディティ・マーケット（株）、住信SBIネット銀行（株）に
対しFX














